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第２章 新交通システムの導入計画

～新交通システム導入基本計画策定調査より～

栃木県と宇都宮市は、平成１３・１４年度に基本計画調査を実施した。

この調査結果による導入計画等の概略は下記のとおりである。

◆ 導入方式 ： ＬＲＴ（ ：ライト・レール・トランジット）Light Rail Transit
◆ 導入区間、ルート ： 全体計画区間約１５ｋｍ

（ ）桜通り十文字～ＪＲ宇都宮駅～清原工業団地～テクノポリスセンター地区

導入区間およびルート

◆ 整 備 費 ： 約３５５億円（インフラ部８０億円、インフラ外部２７５億円）

◆ サービスレベル

○ 運 賃 ： １００～４００円（平均１５０円）

○ 運行間隔 ： ４分（ピーク時 、６分（オフピーク時））

○ 所要時間 ： 約４５分（片道）

○ 停留場数 ： ２４ヶ所

（停留場間隔：商業系・住居系： ～ ｍ、その他： ｍ～）300 700 700
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◆ 需要予測 ： 約４５千人／日（需要密度約２．９千人／ｋｍ）

徒歩圏＋鉄道との乗り継ぎ ３２．１千人／日

自動車・自転車・バスとの乗り継ぎ ７．２千人／日

プロジェクト集客関連 ５．６千人／日

◆ 採 算 性 ：

○ 運賃収入でランニングコスト（人件費、運行経費）を賄うことが可能

⇒１７千人／日

○ 年で黒字化（運賃収入でランニングコスト＋利子、減価償却費、諸税等を40
賄うことが可能） ⇒５０千人／日

 

 

採算ライン１：単年度でみて、運賃収入等で運行経費を賄うことが可能
採算ライン２：運賃収入等により、毎年の運行経費に加えて、初期投資の

借入金についても40年以内に返済が可能
※運賃収入等：利用者からの運賃＋広告等による収入
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図 需要と採算ラインの関係 


